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省エネ・コスト削減・設備のことなら

具体的にどうなる? 解説します!

地球温暖化を抑制する為に、CO₂の排出量を減らしたい。
その為には家庭のエネルギー消費量の3割を占める冷暖房
（特にエアコン）の電力消費を抑えたい。

エアコン2027年問題エアコン2027年問題

主にフロン排出抑制法に基づく特定フロン（HFC冷媒）の規制強化と、省エネ法に基づく省エネ基準（トップランナー基準）の
強化が、2027年を目標年度として本格化することによって生じるエアコン市場への影響のこと。

2027年度を目標年度として、エアコンの省エネ基準を大幅に引き上げ！

トップランナー方式に則り、当時もっとも省エネ性の優れた
モデルを基準に新しい省エネ基準を制定（2022年発表、
2027年より適用）。
メーカーにて新基準に対する達成度をカタログ等に表記する取り組み開始

2027年4月以降、基準未達モデルはメーカーからの出荷が
しづらくなる。現時点で新基準を達成しているモデルは各
メーカーの上位モデルばかり。
現状、市場の相当数を占める安価なモデルは基準未達
＝安いエアコンが無くなる、機種が減る、エアコンが高くなる可能性大

制度の目的

市場への影響

基準の改訂



今後、エアコンは値上がりするのですか？Q2

エアコン2027年問題で
よくご相談いただく内容をまとめました。

WEBフォームからも
お問い合わせ頂けます

エアコン更新やメンテナンスを相談したい

現場調査して提案してほしい

メーカーに課せられる制度（トップランナー制度等）であり、消費者となる皆様が現在使用している
エアコンを買い替える必要はなく使い続けられます。

現在お使いのエアコンがすぐに使えなくなるわけではありませんが、
古い機器をお使いの場合は、将来的な更新計画を立てておくと安心です！

今、使っているエアコンを買い替えないとダメなのですか？

省エネ性能が高くない比較的安いエアコンの流通が減り、省エネ性能が高い機種の販売が多くなるため、
値上がりする可能性が高いです。また、昨今の原材料価格の高騰や円安の影響も重なり、本体価格や
工事費は全体的に上昇傾向にあります。
ただし、省エネ性能がアップした分、使用電力量や電気代の削減につながります。

Q1

2027年以降も在庫がある限りは買えますが、駆け込み需要が発生しているため、徐々に品薄になって
きている状態です。新しい省エネ基準は、メーカーに対し「製造・出荷する製品の平均値」での達成を求
めています。そのため、メーカーは基準を満たさない低性能な製品を新しく製造・出荷することが非常に
難しくなります。

新基準を満たさないエアコンは、今後買えなくなるのですか？Q4

「省エネ性マーク」をチェックしてください。製品カタログに記載してあるため、
それを見れば省エネ基準を満たしている機種かどうかがわかります。
緑：達成機種（2027年以降も販売続行）
オレンジ：未達成機種（販売縮小）

省エネ基準はどう見極めると良いですか？Q5

現在お使いのエアコンの修理ができなくなるということはございません。メーカー保証への影響もありません。

すでに設置しているエアコンの修理に影響はありますか？Q3


